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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の内部に挿入される挿入部を有し、該挿入部の先端側に設けられた観察手段によ
って前記被検体の内部を観察する内視鏡装置であって、
　照明光を照射する照明手段と、
　前記照明光の光量を検出可能に配置された光検出手段と、
　前記照明光を照射させる照明状態と、照射させない非照明状態とに前記照明手段を切り
替えて、前記照明状態と前記非照明状態とで、それぞれ前記光検出手段によって前記光量
を検出して、前記照明状態の前記光量と前記非照明状態の前記光量との差分を監視する制
御部とを備え、
　前記観察手段は、
　前記挿入部の先端側に設けられ、受像した画像を光電変換して画像信号として出力する
撮像素子と、
　該撮像素子から出力された前記画像信号から、ブランキング期間を有する方式によって
映像信号を生成して出力する映像信号処理回路とを有し、
　前記制御部は、
　前記観察手段による観察に影響を受けないタイミングで前記照明状態から前記非照明状
態に切り替えて、前記ブランキング期間中に該非照明状態における前記光量の検出を行う
ことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
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　請求項１に記載の内視鏡装置において、
　前記照明手段は、供給される電流に応じて励起光を発する光源部と、
　該励起光によって励起されて前記照明光を出射する蛍光部材とを有することを特徴とす
る内視鏡装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の内視鏡装置において、
　前記光源部に電流を供給する光源駆動部を備え、
　前記制御部は、該光源駆動部による電流の供給、非供給を切り替えることで、前記照明
状態と前記非照明状態とに切り替えることを特徴とする内視鏡装置。
【請求項４】
　請求項２に記載の内視鏡装置において、
　前記光源部から発せられる前記励起光、または、前記蛍光部材から照射される前記照明
光を遮蔽する遮蔽手段と、
　該遮蔽手段による前記励起光または前記照明光の遮蔽、非遮蔽を切り替える切替手段と
を備え、
　前記制御部は、該切替手段を駆動させて、前記遮蔽手段による遮蔽、非遮蔽を切り替え
ることで、前記照明状態と前記非照明状態とに切り替えることを特徴する内視鏡装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれかに記載の内視鏡装置において、
　前記制御部は、前記照明状態の前記光量と前記非照明状態の前記光量との差分が、予め
設定された閾値を超えた場合に、被検体への照明光の照射を停止させることを特徴とする
内視鏡装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載の内視鏡装置において、
　外部から前記光検出手段への入光を遮蔽する外光遮蔽手段を備えることを特徴とする内
視鏡装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれかに記載の内視鏡装置において、
　前記光検出手段は、前記照明手段から照射される前記照明光の一部である戻り光を検出
する光センサと、
　前記戻り光を前記光センサへ導光する検出用光伝送部材とを有することを特徴とする内
視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体の内部に挿入して内部を照明し、観察する内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、レーザ光は、被検体の加工、測定、照明など様々な用途に利用されている。例え
ば、患者の所定部位を切除する目的として、所定部位に所定の光量でレーザ光を照射する
レーザメスがある。そして、このようなレーザメスでは、レーザ光を出力する構成が故障
した場合に高出力でレーザ光が照射されてしまわないように、照射されたレーザ光の光量
を検出する光検出手段を備えたものが提案されている（例えば、特許文献１参照）。より
詳しくは、このレーザメスの光検出手段では、光源部から発せられて光伝送部材であるラ
イトガイドに入光したレーザ光の内、出射面に反射して戻ってきた反射レーザ光の光量を
検出することで、出力されるレーザ光の光量を検出することができるものとされている。
【０００３】
　一方、レーザ光を照明に用いるものとしては、例えば、レーザ光を励起光として使用し
、ライトガイドによって導光して蛍光部材に照射することで、蛍光部材を励起して、蛍光
部材から白色の照明光を射出させる照明装置がある。このような照明装置は、小型、省電
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力で、高出力の照明光を得ることができるので、内視鏡装置などにも利用されている（例
えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特公平３－３１７４号公報
【特許文献２】特開２００６－２８８５３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献２の内視鏡装置では、上記のレーザ光を励起光として利用する
照明装置のいずれかの構成が故障した場合、白色光の照明光を所望の光量で照射すること
ができなくなってしまう場合があった。例えば、蛍光部材に異常が発生した場合、レーザ
光が蛍光部材を透過して大光量で外部に照射されてしまい、被検体を損傷させてしまうお
それがある。このため、蛍光部材から照射される照明光の光量を検出し、異常の有無を監
視する必要があった。しかしながら、特許文献１のような方法でレーザ光を照明光に代え
て検出し、あるいは、蛍光部材から照射される照明光を直接的に検出する場合には、外部
から入光してくる外光も検出されることとなる。このため、外光によって阻害されて、照
明光の異常を正確に検出することができない問題があった。特に、レーザ光の光量が増大
して照明されている場合には、被検体に影響を及ぼすため、レーザ光の光量の変化が小さ
い段階で検出する必要があるが、検出されてしまう外光の光量が大きいと、レーザ光の光
量が増大して被検体が影響を受けるようになるまで異常を検出することができないおそれ
があった。
【０００５】
　この発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであって、入光してくる外光の影響を
受けること無く、照明手段によって照射される照明光の異常を正確に検出することが可能
な内視鏡装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、この発明は以下の手段を提案している。
　本発明は、被検体の内部に挿入される挿入部を有し、該挿入部の先端側に設けられた観
察手段によって前記被検体の内部を観察する内視鏡装置であって、照明光を照射する照明
手段と、前記照明光の光量を検出可能に配置された光検出手段と、前記照明光を照射させ
る照明状態と、照射させない非照明状態とに前記照明手段を切り替えて、前記照明状態と
前記非照明状態とで、それぞれ前記光検出手段によって前記光量を検出して、前記照明状
態の前記光量と前記非照明状態の前記光量との差分を監視する制御部とを備え、前記観察
手段は、前記挿入部の先端側に設けられ、受像した画像を光電変換して画像信号として出
力する撮像素子と、該撮像素子から出力された前記画像信号から、ブランキング期間を有
する方式によって映像信号を生成して出力する映像信号処理回路とを有し、前記制御部は
、前記観察手段による観察に影響を受けないタイミングで前記照明状態から前記非照明状
態に切り替えて、前記ブランキング期間中に該非照明状態における前記光量の検出を行う
ことを特徴としている。
【０００７】
　この発明に係る内視鏡装置によれば、照明手段から照射される照明光が被検体に反射し
た反射光を利用して、観察手段によって被検体の内部を観察することができる。ここで、
制御部は、上記のように照明手段によって照明光を照射する照明状態と、照射しない非照
明状態とを切り替え、それぞれの状態で光検出手段によって光量を検出し、その差分を監
視する。ここで、照明状態においては、光検出手段は、照明手段によって照射される照明
光と、外部から入光する外光とを合成した光量を検出することとなる。一方、非照明状態
においては、照明手段によって照明光が照射されていないことから外光のみの光量を検出
することとなる。このため、制御部は、上記差分によって照明光の光量を正確に検出する
ことができる。
　また、非照明状態における光検出手段による光量の検出を、観察手段による観察の影響
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を受けないタイミングで行うように、制御部が照明状態と非照明状態とを切り替えること
で、照明光の光量を正確に検出しつつ、観察手段によって被検体を好適に観察することが
できる。
　また、撮像素子で受像した画像を光電変換して画像信号として出力し、映像信号処理回
路によって画像信号から映像信号を出力することで、映像として被検体を観察することが
できる。ここで、制御部は、照明状態から非照明状態に切り替えて光量を検出するのを観
察手段のブランキング期間中に行うことで、観察手段によって得られる映像が非照明状態
の影響を受けてしまうことが無く、常に照明状態における映像によって被検体を観察する
ことができる。
【０００８】
　また、上記の内視鏡装置において、前記照明手段は、供給される電流に応じて励起光を
発する光源部と、該励起光によって励起されて前記照明光を出射する蛍光部材とを有する
ことがより好ましいとされている。
【０００９】
　この発明に係る内視鏡装置によれば、光源部から発せられた励起光が蛍光部材に照射さ
れることにより、蛍光部材は、励起されて、励起光の光量に応じた光量の照明光を外部に
射出することとなる。
【００１３】
　この発明に係る内視鏡装置によれば、撮像素子で受像した画像を光電変換して画像信号
として出力し、映像信号処理回路によって画像信号から映像信号を出力することで、映像
として被検体を観察することができる。ここで、制御部は、照明状態から非照明状態に切
り替えて光量を検出するのを観察手段のブランキング期間中に行うことで、観察手段によ
って得られる映像が非照明状態の影響を受けてしまうことが無く、常に照明状態における
映像によって被検体を観察することができる。
【００１４】
　また、上記の内視鏡装置において、前記制御部は、前記照明状態の前記光量と前記非照
明状態の前記光量との差分が、予め設定された閾値を超えた場合に、被検体への照明光の
照射を停止させることがより好ましいとされている。
【００１５】
　この発明に係る内視鏡装置によれば、照明状態の光量と非照明状態との光量の差分が閾
値を超えた場合に被検体への照明光の照射を停止させることで、照明光が異常な状態で被
検体に照射されてしまうのを自動的に防止することができる。
【００１６】
　また、上記の内視鏡装置において、前記光源部に電流を供給する光源駆動部を備え、前
記制御部は、該光源駆動部による電流の供給、非供給を切り替えることで、前記照明状態
と前記非照明状態とに切り替えることがより好ましいとされている。
【００１７】
　この発明に係る内視鏡装置によれば、制御部によって光源部への電流の供給、非供給を
切り替えることによって、照明状態と非照明状態との切り替えを自動的に行い、また、こ
れに応じて光検出手段に入光する光量を検出し、差分を監視することができる。
【００１８】
　また、上記の内視鏡装置において、前記光源部から発せられる前記励起光、または、前
記蛍光部材から照射される前記照明光を遮蔽する遮蔽手段と、該遮蔽手段による前記励起
光または前記照明光の遮蔽、非遮蔽を切り替える切替手段とを備え、前記制御部は、該切
替手段を駆動させて、前記遮蔽手段による遮蔽、非遮蔽を切り替えることで、前記照明状
態と前記非照明状態とに切り替えることがより好ましいとされている。
【００１９】
　この発明に係る内視鏡装置によれば、制御部によって切替手段を駆動させ、遮蔽手段に
よる遮蔽、非遮蔽を切り替えることで、照明状態と非照明状態との切り替えを自動的に行
い、また、これに応じて光検出手段に入光する光量を検出し、差分を監視することができ
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る。
【００２０】
　また、上記の内視鏡装置において、外部から前記光検出手段への入光を遮蔽する外光遮
蔽手段を備えることがより好ましいとされている。
　この発明に係る内視鏡装置によれば、外光遮蔽手段によって外部から光検出手段への入
光を遮蔽することで、照明光以外の光が光検出手段に入光するのを最小限に抑えることが
でき、上記差分に基づいてより正確に照明光の光量を検出することができる。
【００２１】
　また、上記の内視鏡装置において、前記光検出手段は、前記照明手段から照射される前
記照明光の一部である戻り光を検出する光センサと、前記戻り光を前記光センサへ導光す
る検出用光伝送部材とを有することがより好ましいとされている。
　この発明に係る内視鏡装置によれば、光検出手段は、検出用光伝送部材によって照明光
の一部である戻り光を導光し、この戻り光を光センサによって検出することで、照明手段
から照射される照明光の光量を正確に検出することができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の内視鏡装置によれば、制御部によって照明状態と非照明状態とを切り替えて検
出することで、入光してくる外光の影響を受けること無く、照明手段によって照射される
照明光の異常を正確に検出することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
（第１の実施形態）
　本発明に係る第１の実施形態について、図１及び図２を参照して説明する。
　図１に示すように、本実施形態に係る内視鏡装置１は、パイプなどの被検体の内部の対
象部位の検査、診断作業を行うもので、被検体の内部に挿入される細長の挿入部２と、挿
入部２の基端に設けられた操作部３と、操作部３とユニバーサルコード３ａで接続され、
モニタ４ａを有する装置本体部４とを備える。挿入部２は、可撓性を有する軟性タイプで
、先端から順に硬質の先端部２ａと、操作部３による操作によって湾曲自在な湾曲部２ｂ
と、被検体の形状に応じて湾曲可能な可撓性を有する可撓管部２ｃとを有する。操作部３
には、湾曲ノブ３ｂが設けられていて、湾曲ノブ３ｂを操作することで、湾曲部２ｂを所
定方向に湾曲させることが可能である。
【００２４】
　図２は、内視鏡装置１の内部構成の詳細を示している。図２に示すように、挿入部２及
び装置本体部４には、挿入部２より先端側に位置する被検体の対象部位を観察する観察手
段６と、該対象部位を照明する照明手段１０と、挿入部２の先端から入光する光量を検出
する光検出手段３０と、照明手段１０による照明の切り替え及び照明光の監視を行う制御
部４０とが設けられている。なお、装置本体部４には、装置全体を制御するＣＰＵや各種
操作・設定を行う操作部なども設けられているが省略している。観察手段６は、挿入部２
の先端部２ａに設けられた対物光学系６ａと、この対物光学系６ａの結像位置に設けられ
た撮像素子であるＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）６ｂと、装置
本体部４に内蔵された映像信号処理回路であるＮＴＳＣエンコーダ６ｃと、挿入部２に配
設されてＣＣＤ６ｂとＮＴＳＣエンコーダ６ｃとを接続する信号ケーブル６ｄとを有する
。そして、ＣＣＤ６ｂを駆動することで、対物光学系６ａによって結像した観察像は、Ｃ
ＣＤ６ｂによって電気信号に変換して画像信号として出力される。出力された画像信号は
、信号ケーブル６ｄを介してＮＴＳＣエンコーダ６ｃに入力される。これにより、ＮＴＳ
Ｃエンコーダ６ｃによってコンポジットビデオ信号などの映像信号が生成されてモニタ４
ａに出力されることで、被検体の対象部位をモニタ４ａに映像として映し出すことが可能
である。なお、ＮＴＳＣエンコーダ６ｃは、モニタ４ａに映像信号を出力するとともに、
対応して、制御部４０の後述するマイクロコンピュータ４３に映像同期信号を出力してい
る。
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【００２５】
　また、照明手段１０は、装置本体部４に内蔵されていて励起光としてレーザ光を発する
光源部であるレーザダイオード１１と、レーザダイオード１１に電流を供給する光源駆動
部１２と、挿入部２に基端側から先端側へ配設された照明用光伝送部材である照明用ライ
トガイド１３と、挿入部２内に設けられた蛍光部材１４とを備える。レーザダイオード１
１は、供給される電流量に応じた光量で特定波長のレーザ光を発することが可能であり、
本実施形態では、例えば青色レーザ光を発することが可能である。また、レーザダイオー
ド１１は、集光光学系１５を介して照明用ライトガイド１３の基端と接続されていて、こ
れによりレーザダイオード１１から発せられるレーザ光は、集光光学系１５によって集光
されて照明用ライトガイド１３の基端に入光し、照明用ライトガイド１３の先端、すなわ
ち挿入部２の先端側まで導光される。また、蛍光部材１４は、照明用ライトガイド１３の
先端に接続されていて、照明用ライトガイド１３によって導光されたレーザ光は、蛍光部
材１４に照射される。これにより蛍光部材１４は、励起されて、レーザ光の光量に応じた
光量の白色光を生成し、これを照明光として射出することとなる。射出された照明光は、
照明用ライトガイド１３の先端側に設けられた照明用光学系１６を介して先端側に照射さ
れ、被検体の対象部位を照明することになる。
【００２６】
　また、光源駆動部１２は、レーザダイオード１１に電源を供給する電源２０と、電源２
０からレーザダイオード１１への電源の供給の切り替えを行うレギュレータ２１と、レー
ザダイオード１１に定電流を供給する定電流回路２２とを有する。定電流回路２２は、演
算増幅器２２ａと、トランジスタ２２ｂと、分圧抵抗２２ｃ、２２ｄとで構成されている
。定電流回路２２の演算増幅器２２ａには、光源出力調整回路１７が接続されていて、光
源駆動部１２は、光源出力調整回路１７による制御の下、レーザダイオード１１に供給す
る電流量を調整可能となっている。なお、光源駆動部１２と光源出力調整回路１７との間
にはスイッチ回路１７ａが接続されていて、スイッチ回路１７ａを切り替えることで、光
源駆動部１２のオン、オフを切り替えることが可能である。また、光源駆動部１２は、定
電流回路２２の電流の異常を検出する電流異常検出手段２３を有している。電流異常検出
手段２３は、定電流回路２２の分圧抵抗２２ｃ、２２ｄによって分圧した電圧値を検出し
増幅させる電流検出電圧増幅回路２３ａと、電流検出電圧増幅回路２３ａから出力された
電圧値を予め設定された基準電圧２３ｂと比較する比較回路２３ｃとを有する。比較回路
２３ｃは、レギュレータ２１及び制御部４０の後述するマイクロコンピュータ４３に接続
されている。基準電圧２３ｂは、定電流回路２２の異常の判定基準となる大きさに設定さ
れていて、これにより比較回路２３ｃは、レギュレータ２１を停止させてレーザダイオー
ド１１からのレーザ光の照射を停止させることが可能であり、また、定電流回路２２の異
常の有無の判定を制御部４０のマイクロコンピュータ４３に出力することが可能である。
【００２７】
　また、光検出手段３０は、挿入部２の内部に基端側から先端側へ配設された検出用光伝
送部材である検出用ライトガイド３１と、装置本体部４の内部において検出用ライトガイ
ド３１の基端に設けられた光センサであるＲＧＢセンサ３２とを有する。検出用ライトガ
イド３１の先端は、照明手段１０の照明用光学系１６の一部と対向するように配設されて
いて、蛍光部材１４から照明用光学系１６に入光し内部反射した照明光の一部を戻り光と
して導光することが可能である。なお、照明用光学系１６において、外部に露出する外面
１６ａの内、検出用ライトガイド３１と対向する範囲には、照明用光学系１６に外部から
の外光が入光されるのを遮蔽する外光遮蔽板３０ａが設けられている。また、ＲＧＢセン
サ３２は、検出用ライトガイド３１によって導光された光を検出可能であり、照明光の内
、赤色の波長領域を検出可能な第一の光センサ３３ａ、緑色の波長領域を検出可能な第二
の光センサ３３ｂ、青色の波長領域を検出可能な第三の光センサ３３ｃの三つの光センサ
と、各光センサから出力される検出信号を増幅させる増幅回路３４ａ、３４ｂ、３４ｃと
を有する。第一の光センサ３３ａ、第二の光センサ３３ｂ、及び、第三の光センサ３３ｃ
は、例えば、それぞれ対応する波長領域のみを透過可能なカラーフィルタと、カラーフィ
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ルタを透過した光量を検出して電気信号に変換するフォトダイオードとで構成されている
。
【００２８】
　また、制御部４０は、光検出手段３０による検出結果に基づいて照明光の状態を監視す
る異常検出回路４１と、異常検出回路４１からの制御信号に基づいて光源駆動部１２から
レーザダイオード１１への電流の供給、非供給を切り替える光源オン・オフ制御回路４２
とを有する。異常検出回路４１は、光検出手段３０のＲＧＢセンサ３２から出力される各
波長領域の検出信号をＡＤ変換するＡＤコンバータ４１ａ、４１ｂ、４１ｃと、ＡＤ変換
された検出信号が入力されるマイクロコンピュータ４３とを有する。また、光源オン・オ
フ制御回路４２は、抵抗４２ａと、ダイオード４２ｂとで構成されていて、マイクロコン
ピュータ４３からの制御信号に基づいて、光源出力調整回路１７から光源駆動部１２の定
電流回路２２への調整信号のオン、オフを切り替えることが可能であり、これにより光源
駆動部１２からレーザダイオード１１への電流の供給、非供給を切り替えて、蛍光部材１
４から照明光が照射される照明状態と、照射されない非照明状態に切り替えることが可能
である。
【００２９】
　より具体的には、制御部４０のマイクロコンピュータ４３は、照明状態においては、制
御信号として、光源オン・オフ制御回路４２に対して低レベルの電圧値を出力していて、
これにより光源出力調整回路１７から光源駆動部１２には調整信号が出力され、蛍光部材
１４から照明光が照射されることとなる。一方、制御部４０のマイクロコンピュータ４３
は、非照明状態においては、制御信号として、光源オン・オフ制御回路４２に対して高レ
ベルの電圧値を出力していて、これにより光源出力調整回路１７から光源駆動部１２への
調整信号の出力が停止され、蛍光部材１４からの照明光の照射が停止した状態となる。そ
して、制御部４０のマイクロコンピュータ４３は、通常時は照明状態とするとともに、Ｎ
ＴＳＣエンコーダ６ｃから入力される映像同期信号に基づいて観察手段６による観察に影
響無いタイミングであるブランキング期間中に非照明状態とし、照明状態と非照明状態と
でＲＧＢセンサ３２からの検出結果を比較して照明光の状態について監視を行う。
　以下、本実施形態の内視鏡装置１の作用、及び、制御部４０による照明光の監視の詳細
について説明する。
【００３０】
　図２に示すように、内視鏡装置１の図示しない電源スイッチをオンにすれば、光源出力
調整回路１７から光源駆動部１２には、図示しない操作盤の光量調整ツマミによる設定に
応じた調整信号が出力される。このため、光源駆動部１２からは、調整信号に応じた大き
さの電流がレーザダイオード１１に供給される。なお、この際に電流異常検出手段２３に
よってレーザダイオード１１に供給する電流値に異常が認められた場合には、レギュレー
タ２１を停止させることで、レーザダイオード１１への電流の供給は強制的に停止させら
れる。
【００３１】
　また、レーザダイオード１１への供給される電流量が正常である場合には、レーザダイ
オード１１は、供給される電流量に応じた光量のレーザ光を発し、蛍光部材１４は、励起
されて照明光を射出することとなり、照明光が照明用光学系１６を介して外部を照明する
こととなる。そして、照明光が被検体の対象部位に反射した反射光を含む外光を利用し、
観察手段６によって被検体の対象部位を観察することができる。この際、光検出手段３０
の検出用ライトガイド３１の先端には、照明用光学系１６に入射して内面反射した蛍光部
材１４からの照明光、及び、外部からの外光の一部が入力することとなる。なお、照明用
光学系１６の外面１６ａの内、検出用ライトガイド３１と対向する範囲には外光遮蔽板３
０ａが設けられているため、外光が照明用光学系１６を透過して直接検出用ライトガイド
３１に入光することは無く、外光は、照明用光学系１６の他の範囲から入光して内面反射
したもののみが、検出用ライトガイド３１に入光することとなる。そして、これら入力し
た光は、検出用ライトガイド３１によって基端側まで導光されて、ＲＧＢセンサ３２によ
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って光量が検出される。ＲＧＢセンサ３２では、入力される光の光量を第一の光センサ３
３ａ、第二の光センサ３３ｂ及び第三の光センサ３３ｃによって各波長領域に分離して電
圧値として検出し、制御部４０のマイクロコンピュータ４３へ出力する。この際、通常時
においては、制御部４０のマイクロコンピュータ４３から光源オン・オフ制御回路４２に
は低レベルの電圧値の制御信号が出力されつづけることで、光源出力調整回路１７から光
源駆動部１２へ調整信号が出力され、光源駆動部１２からレーザダイオード１１へ電流が
供給されつづけている。すなわち、照明手段１０の蛍光部材１４から照明光が外部へ照射
される照明状態が維持され、照明光による照明の下、観察手段６によって被検体の映像を
好適に取得することができる。
【００３２】
　一方、制御部４０のマイクロコンピュータ４３は、ＮＴＳＣエンコーダ６ｃから入力さ
れる映像同期信号に基づいて、観察手段６によって取得される映像が垂直ブランキング期
間となる毎に、高レベルの電圧値の制御信号を出力する。このため、映像が垂直ブランキ
ング期間となっている間、光源出力調整回路１７から光源駆動部１２への調整信号の出力
は停止し、光源駆動部１２からレーザダイオード１１への電流は、供給から非供給に切り
替えられる。すなわち、レーザダイオード１１が発光しなくなることで、照明手段１０の
蛍光部材１４から照明光が外部へ照射されなくなる非照明状態となる。ここで、垂直ブラ
ンキング期間中のみ非照明状態とすることで、観察手段６のＣＣＤ６ｂへの入力が変化し
ても、取得される映像には何ら影響はみられない。
【００３３】
　そして、この非照明状態においても、制御部４０のマイクロコンピュータ４３は、光検
出手段３０のＲＧＢセンサ３２の検出結果を取得し、各波長領域の光量について直前の照
明状態における検出結果との差分を演算する。そして、演算された各波長領域における差
分について、各波長領域と対応して予め設定されている閾値と比較する。なお、閾値とは
、下限値及び上限値を含むもので、いずれか一方を設定しても良いし、両方を設定しても
良い。ここで、非照明状態においては、蛍光部材１４から照明光が照射されていないので
、光検出手段３０の検出用ライトガイド３１に入光しＲＧＢセンサ３２で検出されるのは
、外光のみである。このため、制御部４０のマイクロコンピュータ４３によって照明状態
でＲＧＢセンサ３２によって検出された光量と、非照明状態で検出された光量との差分を
演算することで、照明用光学系１６で内面反射して検出用ライトガイド３１に入光した照
明光の光量を、外光による光量（検出電圧）の変化成分を控除して求めることとなり、差
分と閾値値とを比較することで、照明光の光量が異常な状態かどうか正確に評価すること
ができる。
【００３４】
　より詳しくは、制御部４０のマイクロコンピュータ４３は、ＲＧＢセンサ３２の第一の
光センサ３３ａ、第二の光センサ３３ｂ及び第三の光センサ３３ｃの各検出結果について
、差分を求め、それぞれ対応する閾値と比較を行う。例えば、第一の光センサ３３ａ、第
二の光センサ３３ｂ及び第三の光センサ３３ｃの全ての検出結果の差分が、それぞれ対応
する下限値を下回った場合には、照明用ライトガイド１３の破損によってレーザダイオー
ド１１からのレーザ光の一部が照明用ライトガイド１３から漏れ出し、蛍光部材１４に照
射されていないものと考えられる。また、第一の光センサ３３ａ及び第二の光センサ３３
ｂの検出結果がそれぞれ対応する下限値を下回るとともに、第三の光センサ３３ｃの検出
結果が対応する上限値を上回った場合、すなわち、青色の波長領域が大きな光量として検
出された場合には、蛍光部材１４が破損してレーザダイオード１１からの青色のレーザ光
が直接外部へ照射されているものであると考えられる。ここで、上記のように外光による
光量の変化成分を控除して、照明光の光量を正確に評価することができることから、被検
体側から大光量の外光が発せられていたとしても、照明光の僅かな変化も正確に検出する
ことができる。特に、外光遮蔽板３０ａによって外光が直接的に照明用光学系１６を透過
して検出用ライトガイド３１に入光するのを規制していることで、より正確に照明光の光
量を評価することができる。そして、照明光の光量が異常な状態であると認められた場合
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には、制御部４０のマイクロコンピュータ４３は、それ以降光源オン・オフ制御回路４２
へ高レベルの制御信号を出力しつづけ、これにより異常な状態で照明光が外部へ照射され
てしまうのを防止することができる。
【００３５】
　以上のように、本実施形態の内視鏡装置１では、制御部４０のマイクロコンピュータ４
３によって照明状態と非照明状態とを切り替えて検出することで、入光してくる外光の影
響を受けること無く、レーザ光によって蛍光部材１４から照射される照明光の異常を正確
に検出することができる。そして、検出結果に基づいて、照明光が異常な状態では、被検
体への照明光の照明を自動的に停止して、照明光によって被検体が影響を受けてしまうを
防止することができる。また、本実施形態の内視鏡装置１では、非照明状態における光量
の検出を観察手段６によって取得される映像の垂直ブランキング期間中に行うものとする
ことで、観察手段６による観察に影響を受けないタイミングで照明状態と非照明状態を切
り替えて、照明光の異常を検出することができ、好適に被検体を観察することができる。
なお、非照明状態における光量の検出は、垂直ブランキング期間毎に行うものとしたがこ
れに限るものではない。例えば、複数回の垂直ブランキング期間に対して一回の割合で非
照明状態を設定して光量の検出を行い、これに基づいて照明状態と非照明状態との光量の
差分を監視するものとしても良い。
【００３６】
（第２の実施形態）
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。図３は、本発明の第２の実施形態を
示したものである。この実施形態において、前述した実施形態で用いた部材と共通の部材
には同一の符号を付して、その説明を省略する。
【００３７】
　図３に示すように、この実施形態の内視鏡装置５０は、レーザダイオード１１と集光光
学系１５との間に設けられ、レーザダイオード１１からのレーザ光を遮蔽することが可能
な遮蔽手段である遮蔽部材５１と、遮蔽部材５１を進退させてレーザ光の遮蔽、非遮蔽を
切り替える切替手段である駆動部５２とを備える。駆動部５２は、制御部４０のマイクロ
コンピュータ４３と接続されていて、マイクロコンピュータ４３から出力される遮蔽制御
信号に基づいて駆動することが可能である。
【００３８】
　本実施形態の場合、照明状態においては、制御部４０のマイクロコンピュータ４３は、
遮蔽部材５１を退避させた状態とすることでレーザダイオード１１からのレーザ光を集光
光学系１５まで到達させて、照明用ライトガイド１３を介して蛍光部材１４に照射させ、
これにより照明光を生成して照明することが可能である。一方、非照明状態とする場合に
は、制御部４０のマイクロコンピュータ４３は、駆動部５２を駆動させて遮蔽部材５１を
進出させることで、レーザダイオード１１からのレーザ光を遮蔽し、照明光の照射を停止
させる。そして、制御部４０のマイクロコンピュータ４３は、照明状態と非照明状態とで
検出された光量の差分に基づいて照明光の異常を検出した場合には、駆動部５２を駆動し
て遮蔽部材５１を進出させて、遮蔽部材５１によってレーザ光を遮蔽した状態を維持し、
これにより照明光が被検体に照射されてしまうのを防止することができる。
【００３９】
　本実施形態のように、照明状態との非照明状態との切替、及び、異常時における照明光
の照射の停止について、電気的に行うのでは無く、機械的に行う構成としても良い。なお
、上記においては、遮蔽手段となる遮蔽部材５１がレーザダイオード１１と集光光学系１
５との間に設けられ、レーザ光を遮蔽するものとしたが、これに限るものでは無く、蛍光
部材１４からの照明光を遮蔽するものとしても良い。
【００４０】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照して詳述したが、具体的な構成はこの実施
形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含まれる。
【００４１】
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　なお、上記各実施形態においては、内視鏡装置の挿入部２は、軟性タイプとしたが、こ
れに限るものでは無く、可撓管部２ｃに代えて硬性管を備えた硬性タイプのものとしても
良い。また、観察手段６は、撮像素子としてＣＣＤ６ｂを有するものとしたが、これに限
るものでは無い。例えば、撮像素子としてＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅ
ｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）イメージセンサを有するものとして
も良い。この場合でも、１フレームの最後の走査線の信号電荷の転送後から垂直ブランキ
ング期間の終了までの間に非照明状態を設定することで、映像に影響を与える事無く、照
明状態と非照明状態とを切り替えて照明光の異常を検出することができる。
【００４２】
　また、上記各実施形態においては、照明手段１０は、光源部であるレーザダイオード１
１と、蛍光部材１４とを有するものとしたが、これに限るものではない。例えば、直接白
色の照明光を発するランプ光源などの照明手段においても、外光の影響を受けること無く
、照明光の異常を検出することが可能である。しかしながら、レーザダイオード１１及び
蛍光部材１４を有する照明手段に適用することで、小型かつ省電力の照明手段を提供しつ
つ、照明光が異常な状態で外部へ照射されないように正確に検出することができるという
利点を有する。
【００４３】
　また、上記各実施形態においては、光検出手段３０は、蛍光部材１４からの照明光の内
、照明用光学系１６で内面反射したものを、検出用ライトガイド３１によって導光して検
出するものとしたが、これに限るものでは無い。例えば、蛍光部材１４よりも先端側、す
なわち照明光が照射される側に光センサを設けて直接的に検出する構成としても良い。ま
た、光検出手段３０は、第一の光センサ３３ａ、第二の光センサ３３ｂ、第三の光センサ
３３ｃと、三つの光センサによって構成されるものとしたが、これに限るものでは無く、
いずれか一つの光センサによって特定の波長領域のみ、あるいは、全波長領域の光量を検
出するようにしても良い。しかしながら、上記のように複数の光センサによって異なる波
長領域に分離して光量を検出し、監視することで、より詳細に照明光の異常を検出するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の第１の実施形態の内視鏡装置の外部構成を示す全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態の内視鏡装置の内部構成を示す全体構成図である。
【図３】本発明の第２の実施形態の内視鏡装置の内部構成を示す全体構成図である。
【符号の説明】
【００４５】
　１、５０　内視鏡装置
　２　挿入部
　６　観察手段
　６ｂ　ＣＣＤ（撮像素子）
　６ｃ　ＮＴＳＣエンコーダ（映像処理回路）
　１０　照明手段
　１１　レーザダイオード（光源部）
　１２　光源駆動部
　１４　蛍光部材
　３０　光検出手段
　３０ａ　外光遮蔽板
　３１　検出用ライトガイド（検出用光伝送部材）
　３２　ＲＧＢセンサ（光センサ）
　４０　制御部
　５１　遮蔽部材（遮蔽手段）
　５２　駆動部（切替手段）
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